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さんふらわあ　毎日運航
フェリーさんふらわあ

錦　

江　

町

鹿児島中央駅袴腰 桜島　

2時間45分1時間30分 新大阪

鹿屋

鴨池港 垂水港

山川港　　　　　　　　 根占港

鹿児島空港

鹿児島中央駅 博多

志布志港鹿屋

3時間40分

錦江町
アクセス
マップ

■ 神舞い
河上・渕之上・旗山三神社には霧島舞い、鬼神舞い、
四人鬼神、立ち舞い、田の神舞い等昔は四十八種の舞
いが行われていたらしい。これらの神舞いは神社の鳥
居建てや例祭などに奉納されていたが、最近あまり行
われていない。
これらの神舞いの時は、服装としては陣羽織のような
ものに袴をはき、白足袋を着用、独特の面をかぶって、
太鼓、笛、鐘の神楽に合わせて自分で歌って舞う。
現在は旗山神社に保存会ができて伝承されている。

無形文化財（郷土芸能）紹介

intangible cultural assets　無形文化財

■ 上柴立棒おどり
この踊りは、島津の殿様が士気を高めるために、踊らせたものであります。
本来、田代地区には、柴立流・猪鹿倉流・山下流があり、踊りの内容は三様です。上柴立棒お
どりは、戦中戦後を経てしばらく途絶えていましたが、昭
和 57 年 12 月（1982 年）から伝統文化の伝承のため棒
おどり経験者等が集まり「上柴立棒おどり保存会」を結成し、
昭和 58 年 4 月 4 日に若宮神社奉納記念で復活しました。
おどりは、集落の青年が四人ないし六人一組で集団をつく
り、浴衣、たすきがけに白鉢巻、手甲、脚絆、草鞋をつけ、
勇ましい姿で六尺棒、三尺棒、なぎなた、鎌などを激しく
打ち合わせておどります。
現在では、田代小学校 5・6 年生が伝統芸能を学ぶため、
上柴立棒おどり保存会の方々に指導していただき、町内の
主要行事等で上柴立棒おどりを披露しています。

■ 宿利原地区棒おどり
昔から宿利原、池田地区に伝えられているのが、しばらく途絶えて
いたものを、宿利原の有志の方々や宿利原小学校児童が古老や壮
年者の手ほどきを受けて伝承されている。
踊りは人数に制限はないが、四人が一組になって服装は白浴衣、た
すき、はちまき、きゃはん（脚絆）、わらじ、手甲。道具は約一・二
m の棒の先に刃渡り十五 cm ナタのついているものと約六十 cm の
カマを用いる。二人がナタ、二人がカマを持って踊る。ノボリをた
てるのが普通である。踊りの場はほとんど町や校区、区の祝い事の
折り等で、踊られる。踊りは一回が約五分、唄い手は三、四人。踊
り手は歌の合い間に　サツ、サツ、サツ、アレハソイソイ、サツ、サツ、
サツ　と気合を入れる。
　歌の文句は
一、おせろが山は　前が大川
一、山太郎がねは　川の瀬に住む
一、焼け野のきじは　丘の瀬に住む（宿利原勇雄氏の説明による）

■ 銭太鼓
約二百年前から鳥浜の諏訪神社秋祭りに翌年の豊作を祈願し
踊り続けられてきた。現在は鳥浜子ども会及び神川小学校で
取り組まれ、現在まで伝承されている。踊りは長さ三十 cm
の竹筒のなかに硬貨を入れ、この竹筒二本を持って座って踊
る。歌は一定しないがいろんな歌に三味線や太鼓に合わせて
踊る。（歌は現在八木節や安木節が使用されている。）

■ 薩女おどり
女の子の踊りである。服装はカスリの浴衣、陣笠をかぶる。約四十五 cm のナギナタを右手
に持ち、いっちゃせん（一文銭）を針金にくさったものを左手に持ち、ガラガラ音をたてて振
りながら踊る。四人一組で、歌は棒踊りと同じ。二列に並んで向き合い四人が交錯しながら踊る。
明治時代から宿利原校区に伝わったといわれ、現在は宿利原小学校と婦人会で伝承されてい
る。
　おはやしは踊り手が次のように入れる。
○サーサーサッ
○チョイ　チョイ　チョイ　チョイ
○ソイノ　ソイ　ソイノ　ソイ　ソイノ　ソイ　ソイ　（以下略）

■ 木遣り
町内の各神社鳥居曳き、鳥居建ての歌に木遣り歌と木起こし歌がある。木起こし歌は段中野区、
段平治氏宅に代々伝わり、鳥居曳き、鳥居建ての場合は段家の当主がまず歌うことになってい
た。また、木遣りの（二）の歌は船の進水式にも歌う。
　歌詞は
1  祝いもそぞ　祝いもそぞ　ホイ　何々さあまを祝いもそぞ
 　サァー　エンヤサァー　アエンヤサー　
　 エンヤサァーヤッソラサァー　ハノエー
2  動かんどう　動かんどう　ホイ　白根が生えたか　動かんどう　
　 ホイ　エンヤサァー　エンヤサァー　ソッソラサー　ハノエー
3  伝言す　伝言す　ヨカニセ見かけて　デンゴンスー
　 サァーエンヤサァー　エンヤサァー　エンヤサァー　
　 サッソラサァー　ハノエー　（以下略）

照葉樹の森
サイクルジャンボリー

毎年 4 月第一日曜日に花瀬川石畳で開
催されます。歌謡ショーやキャラクター
ショーなどの数多くのイベントで盛大に
催され、町内外からの多くの人出で賑わ
います。広い川床の石畳一角が会場にな
り、露店が立ち並び、地元特産のお茶や
数々の特産品が販売され、祭りを盛り上
げます。ツツジや桜など石畳一帯の自然
景観と祭りが一体化し、風情ある祭り気
分を満喫できます。

花瀬公園まつり

全国でも屈指の自転車レースで錦江町城
元から照葉樹の森までの区間（距離約 29
㎞、高低差約 700m）で盛大に開催され
ます。

4月
April

6月
June

毎年、神川海岸で開かれる海辺音楽祭「レゲエ浜祭り」。趣
向を凝らして浜辺を彩り、訪れた人たちは音楽と夕陽と灯り
の競演に浸ります。鹿児島市や鹿屋市のレゲエバンドが熱い
演奏を繰り広げます。

錦江レゲエ浜まつり7月
July

花瀬川を舞台に繰り広げられる、壮大な
イベント「やまんなか音楽会 in はなぜ」。
光と水と音の共演に癒しを求める人たち
が “やまんなか”すなわち “山の中”へ町

内はもとより、県
内外からも大勢詰
めかけ、虫の音し
か聞こえない静か
な 山 あ い の 地 域
は 2 日 間 だ け 賑
やかな真夏の夜へ
と一変します。

やまんなか音楽会inはなぜ8月
August

Event　イベント

大根やぐらが演出する幻想的なクリスマス
ライトアップイベント。大根やぐらと灯りと
人々の心が一つになる冬の風物詩です。や
ぐらの中は三角屋根のトンネルになり、そ
の中で思い思いに時を過ごします。人々の
交流の輪が広がり、心には小さな灯りがと
もり温もりに満たされてゆきます。

大根やぐら
ライトアップイベント

12月
December

Tourism　錦江町一押しスポット

錦江町教育委員会
〒893-2302  鹿児島県肝属郡錦江町城元918
☎0994-22-0517

フジ、サクラ、カエデ、ツツジなどの名所。毎年花の季節には多くの人々が訪れます。

■ 花瀬川
花瀬（はなぜ）は、錦江町を流れる雄
川（別名／花瀬川）の川面を中心とし
た景勝地である。幅 100m の平坦
で滑らかな溶結凝灰岩の岩盤からな
る川床が長さ 2㎞続いている。岩盤
には所々に割れ目があり、増水期に
は流れる水が白い波を立てることか
ら、この様子を花に見立てて花瀬と名
付けられました。

■ 花瀬神社
花瀬川下流にあり、「華瀬神社」と書

くこともあったという。神社は川と

川に挟まれた土地にあり、鳥居はそ

の土地の先端にある。地元でも知る

人ぞ知る、神秘的な場所です。

■ 神川海岸
海沿いには、桜島、開聞岳を望むことのできる場所が神川海岸です。夕暮れ時には対岸に沈
む日本一と称される美しい夕日を見ることができます。

■ 扇落としの滝
花瀬川の上流にあり、昔、島津のお

殿様が訪れた際、この滝の美しさに

驚き、持っていた扇を思わず滝に落

としてしまった事が、この滝に付け

られた名前の由来です。

■ 島津家お茶亭跡
薩摩藩主 島津氏ゆかりの史跡として、田代地区の花瀬に残

るお茶亭跡は、十九代 光久、二十四代 重年、二十八代 斉彬

が春先の桜の頃来遊し、花瀬川の流れの淵で詩歌を詠み、

酒を飲む雅な行事「曲水の宴」の際に使用していたものと

伝えられ、当時の花瀬川周辺の様子が三国名勝図会に描か

れています。花瀬神社や花瀬川の石畳など今日もその姿を

とどめています。

■ 神川大滝
神川大滝は、高さ 25m、幅 30m の大迫力の滝です。
滝壺近くまで行くことができ、長い年月を重ねた造形
に圧倒されます。また、高さ 68m のつり橋もあり、
壮大な大自然を真下に観賞
することもできます。
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①

①稲尾岳 【標高 959m】
国指定文化財（天然記念物）
昭和42年7月6日指定
稲尾岳地域の森林は全植生がシ
イ帯である。垂直高度別にみる
とシイ林、イス林、アカガシ林
の三つの森林型が見られる。
このように三種類の暖帯林がま
とまって一ヶ所に存在する例は
他に見られない。照葉樹の原生
林として、わが国では他に比類
のない唯一無二の代表的暖帯林
で、世界的にも貴重な植生であ
る。

②天神下の笠塔婆
鹿児島県指定文化財（歴史資料）
平成7年4月12日指定
平成 5 年に発見されたもので本体が二つに折れ
ているが上下合わせると 3 ｍ 46㎝の大型の笠
塔婆である。碑の南面に文永４年 8 月（鎌倉時
代）彼岸、沙弥道意敬白の刻字がよみとれる。
鎌倉時代の古い塔婆であることがわかる。しか
も、沙弥道意とは富山三代義宗の法名で、獅子
目文書に出てくる。文永四年沙弥道意置文の古
文書資料と一致する貴重な有形の歴史資料であ
る。
石碑の四面に見るバン、アーク、キリークの梵
字も大きく龍字で美術的に刻み、各宗教の経典
のゲは宗教上、芸術的に大事な研究資料を提起
している。

③神川のカワゴロモ
鹿児島県指定文化財（天然記念物）
昭和29年5月24日指定

「カワゴロモ」は日当たりのよい秒速
1 ｍの清流で深さ 10㎝位の岩石上
に生育するもので、日南市と薩摩川
内市を北限としている。ベトナム・
ビルマ方面と屋久島・鹿児島県内に
あるコケ類で冬期に水の中で花を咲
かせる。

④花瀬川
鹿児島県指定文化財（天然記念物）
平成27年４月17日指定
地形地質的には、熔結凝灰岩が幅約100m 距離
約 2㎞にわたって平たんにして石畳を敷き詰めた
ような川床を形成している。
歴史的には三国名勝に記されている花瀬のお茶亭
跡、島津斉彬の記念碑などに見られるとおり古く
から花瀬出張いといって近郷近在の遊客を集め、
にぎわった景勝の地である。
昭和 52 年 6 月県立自然公園の指定を受けた。
町はこの一帯にレクリエーション施設を作り公園
化に力を入れている。

⑥山之口祭祀遺跡
錦江町指定文化財（史跡）
遺跡は旧大根占町馬場山之口
区の南はずれの水田地帯に
あって山之口祭祀遺跡の石碑
が建立されている。弥生中期

（約 2000 年前）の祭祀遺跡
であるといわれているが、遺
跡全体は砂鉄採取のために完
全に破壊され、現在は記録と
出土遺物が残っているに過ぎ
ない。この遺跡は付近一帯に
集落をなしていた弥生人たち
が農作物の豊作を祈るため、
砂浜上に共同祭壇を設け、祭
りを行ったものと思われる。

⑦旗山神社の大楠
錦江町指定文化財
（天然記念物）
旗山神社の大鳥居と県道をへ
だて相対した位置に生えて
いて、樹高 23.7m、根回り
29.5 ｍ、胸高周囲 15.75 ｍ
で、推定樹齢一千年といわれ
る老木で旗山の神木としてこ
れを祭っている。昔、琉球征伐の時は旗山の竹を切って旗竿とし、
朝鮮の役のときはこの大楠に旗竿をたてかけて戦勝を祈り祭っ
たという故事がある。

㉑神川田ノ神像
錦江町指定文化財（有形民俗）
江戸時代後期の作と思われる。
神川地区の水田を守ってくださ
る神様として大切にされている。
頭にこしき右手にしゃもじ、左
手にすりこぎを持っている。渕
之上神社の北東 100 ｍの水流
川の土手にあり、高さ、約 75㎝で建立年月日が明確である。傍らの
同田ノ神像献燈に安永六年六月吉祥と刻んである。これは明らかに
1758 年に神川村で建立したものである。藩政時代に建てられた田ノ
神像で建立年月日がわかっているものとしては貴重な文化財である。

㉒大牟礼峠自然林
錦江町指定文化財（天然記念物）
今から約 70 年前、現在の国道が開
通する以前、大原地区の人々が麓地
区に行くのに、いわゆる「大牟礼越
え」をした。

「大牟礼越え」をした道があり、そ
の道の峠の両側に楠の大木を中心と
する自然林が残されている。

⑧ヒゼンマユミ
錦江町指定文化財（天然記念物）
県下では錦江町大根占と笠利町に自生
地がある。南大隅町と鹿屋市吾平には
庭木として植えた大木がある。自生地
のうち神川中原の三十余本、横尾岳の
17 本の群生がある。常緑高木。実は
倒卵球形、12 月中旬から真赤に熟す
る。庭園木としては珍しい。ニシギキ
科。現在は中原の大木は平成 3 年の台
風で倒木し、現在、植樹されたものが
渕之上神社境内に残っている。

㉓半下石田ノ神像
錦江町指定文化財（有形民俗）
昭和 3 年 12 月 14 日の作で
ある。作者は福原矢吉氏であ
る。（半下石区の半下繁夫氏の
日記から判明。）半下石区一帯
の水田を守ってくださる神様
として大切にされている。頭
にこしき、右手にしゃもじ、
左手にすりこぎを持っている。右足ぞうり、左足に下駄をはい
ているのがこっけいで、県下でも大変珍しい田ノ神像である。
現在は半下石公民館西方 200 ｍ三叉路（通称タバイ）安置。

㉔近津神社の社叢群
錦江町指定文化財
（天然記念物）
鵜戸野の近津神社境内及び南
西側にひろがる樹木群の中に、
ひときわ目立つ樅の木 6 本が
ある。樹齢約 320 年で、外
にイスの大木 20 本、外にイ
タジイ、タブも見られる。

⑪高城跡空堀の一部
錦江町指定文化財（史跡）
国道 269 号線の鳥浜海岸道
の南曲がり角は、錦江の海や
海岸が一望される所で地名を
城ケ崎という。高城は周りを
標高 108 ｍの断崖絶壁の岩
で囲まれたこの上場に位置す
る。当時代の戦法では難攻不
落の城であったろう。現在は
空堀の一部が残っている。

⑩岩下門の名寄帳
錦江町指定文化財（古文書）
神川上の上鶴金助宅にあった
もので大根占郷土誌編集のた
めの資料調査の際発見された
ものである。
まとまった近世の門割制度の
資料として貴重なものであ
る。この資料によって岩下門
の構成、近隣の享保年間の農
家の実態がわかる。

㉕馬場田ノ神像
錦江町指定文化財（有形民俗）
江戸時代以降の作と思われる。
馬場村の豊作を祈念して建立さ
れたもので、その後この水田を
守ってくださる田ノ神像として
大切にされている。頭にこしき
をかぶり、右手にしゃもじ、左
手にすりこぎを持っている。明
治 2 年の廃仏き釈によって顔が傷つけられているが、どっしり
とした風貌は今も残っている。昭和 45 年に現在地の木原区、
国道 269 号沿いの水田のあぜに鎮座している。

㉖若宮神社の社叢群
錦江町指定文化財（天然記念物）
若宮神社境内及び背後の山林には、
楠幹回り 5.63 ｍ・ムクロジ幹回り
2.03 ｍ・ナギ幹回り 3.04 ｍ・イ
ヌマキ幹回り 2.80 ｍのような樹木
があり、大きさ樹種共に本町では、
きわだった存在である。

⑬城ヶ崎の板碑
錦江町指定文化財（史跡）
城ヶ崎のはずれ、鳥浜区の入
口（医師会立病院入口前）の
国道 269 号線の東側に建立
されており、高さ 110㎝、
幅上部 35㎝、下部 38㎝あ
る。この板碑は荒平五郎左衛
門が建立した供養塔である。
またこの碑には天文 14 年の
記号が記録されている。

⑫大根占名勝誌
錦江町指定文化財（古文書）
郷土誌編集の際、河上神社か
ら発見された資料である。享
保年間のもので薩摩藩から各
郷に命じて報告させたもの
で、当時の山河神社、仏閣、
夫役等がよくわかるものであ
る。原本の残されているもの
はほとんどなく貴重な史料で
ある。

㉗宝光寺跡
錦江町指定文化財（史跡）
宝光寺跡は吉野朝の末期（1390 年
ごろ）田代領主肥前守以久が鬼ヶ宇
都に知厳和尚に建立させたものであ
る。初代から五代まで鬼ヶ宇都、六
代の守厳和尚の代、もと高校の地に
移した曹洞宗鹿児島の福昌寺の末寺
とされ、田代氏先祖の位牌の他、肝属兼続の室阿南（島津日新
の娘）祢寝氏（8 代清有の婦人妙智大師 14 代重就）の位牌も
安置されていた。写真の石仏像は天明 4 年（1784 年）に建立
され、その後、寺は廃止され石仏像だけが残ったものと思われる。

㉘東中郡田ノ神像
錦江町指定文化財（有形民俗）
この田ノ神は数回ほど移転し、
昭和 57 年現在地に安置され
た。高さ1.19ｍの砂礫岩製で、
頭にシキをかぶり右手にスリ
コギ、左手にメシゲを持ち短
衣・短袴（短い袴）を着けた農作業姿の立像である。台石に俵
を刻み、台石の前面に安永二歳と記してある。後面に当時の役
職（曖 郡見廻 庄屋）の人名が記され、又右側面にも同じ役職の
別の人名が刻まれている。左側面にはかすかに「○保 16 年 2 月」
の記銘年が判読できる。

⑮渕之上神社の
　古石塔群
錦江町指定文化財（史跡）
仁王像四体・庚申塔二体・五
輪塔多数を昭和 46 年 6 月
に復元した。復元方法として、
付近に散在していたものをこ
の渕之上神社境内のものと一
緒に集めたと思われるがほぼ
完全な姿で残されている。当
地域唯一の貴重なものであ
る。

⑭鳥浜隧道
錦江町指定文化財（史跡）
神川旧国道沿いの諏訪神社下神
川城区側に横穴がのぞいている。
これが鳥浜用水路隧道である。鳥
浜平野は水が乏しく、これを開
田するに当り、神川に井関を作
り、岩盤を掘削し、水路を作り、
また窮屈な縦横 120㎝の暗きょ

（トンネル）を何か所も作り、ようやくにして鳥浜十八町歩に水
田を作ることができた。窮屈な難工事が竣工したのは寛文年間

（1660 年）頃のことである。

㉙お茶亭跡
錦江町指定文化財（史跡）
名勝地「花瀬」にいわゆる「花
瀬出張い」（島津 19 代光久、
24 代重年、28 代斉彬も来遊）
がさかんであったころ、橋の近
くにお茶亭があり、現存する
14 個の釜を湯沸かし・煮炊き
に使用したと思われる。
当時の茶席の盛大さがうかがえ
る。

㉚磨崖仏（岩崎）
錦江町指定文化財（史跡）
イボの神として信仰されてき
た岩窟（高さ 80㎝奥行き 50
㎝横幅約 2 ｍ 30㎝の岩屋）
の正面にかすかに観音像らし
き仏像が刻まれているのが見
られる。高さ 60㎝の磨崖仏の
風化が進んでいる。

⑱大根占電信局跡
錦江町指定文化財（史跡）
大根占電信局は最初大浜電信
局として明治 29 年 8 月、根
占大浜に設置された。日清戦
争で台湾との間に固定軍用電
信線の海底電信を施設し、明
治 36 年大浜から本町城元の
鹿児島交通バス車庫付近に移
転し、大根占電信局と改称、
塩屋一帯に官舎を建てた。日露戦争中は作戦命令、暗号や戦況の
ニュースをいち早くこの電信局を経て本土へ伝えられた。この中
には日露戦争当時の作戦命令暗号、大山総司令官から旅順の乃
木第三軍司令官へ対する命令電報、奉天大会戦など各地で勝利、
ニュースなどすべてが大浜基地経由から大根占電信局発、受信で
あった。このため両根占村民は大勝利のたびに鹿児島などよりも
3 日も早くちょうちん行列や爆竹を鳴らして祝福した。

⑯城元新溝碑
錦江町指定文化財（史跡）
寛文 10 年（1670 年）より
延 宝 4 年（1677 年 ） ま で
足掛け 8 年もの年月を経て大
困難な中に竣工した両根占の
用水路の完成を記念して建て
た感謝記念碑である。大根占
平野を一望におさめられる河
上神社前の出口用水路側（場所名：鈴石）にこの碑があり、
一枚岩の台石に高さ 2.5 ｍの角柱の石碑からできている。

㉛岩崎遺跡
錦江町指定文化財（史跡）
麓岩崎の菅原神社裏にあり、現
在は山地になっている。昭和
25 年 12 月に発掘調査され、
土器、石器などが多数出土し、
同じ型の遺物はその後県内各
地で多数発掘されている。昭和
25 年当時は、はじめての型の
土器であったので、岩崎の名をとって、岩崎上層土器・下層土
器と名づけられた。縄文中期・後期の遺跡である。

㉜愛宕山の岩屋
錦江町指定文化財（史跡）
愛宕山の南面の崖下に岩屋が
ある。入口の高さ 1.8 ｍ幅
3.4 ｍ 奥 行 3.25m 岩 屋 の
入口付近に高さ 58㎝、入口
の両側に高さ 70㎝２基づつ
計４基の磨崖五輪がある。近
世仏像等を安置し、信仰上の
聖地となっていたものであろ
う。

⑰遊喜裏の板碑
錦江町指定文化財（史跡）
大字城元遊喜浦小字石原にあ
り、高さ、180㎝、台石まで
いれると 273㎝になる。一種
の供養塔で誰のための供養塔
であるか明確ではないが、高
城主藤原頼光依頼の富山家の
本居がこの遊喜浦にあったら
しいので、そのためのものではなかろうかと思われる。碑には梵
字で装飾された珍しいものである。（イ字三点）梵字で「キリーク」
と刻んであり鎌倉時代に建立されたものと見られる。

㉝かわごろも
錦江町指定文化財
（天然記念物）
川原花瀬川の花瀬公園から上
流・下流に多く生育している。

「かわごろも」は、日当たり
のよい秒速 1 ｍの清流で深さ
10㎝位の岩石上に生育するも
ので、日南市と薩摩川内市を
北限としている。ベトナム・ビルマ方面と屋久島・鹿児島県内
にあるコケ類で、12月頃水の中で花を咲かせる。南大隅町雄川、
錦江町神川は県文化財に指定されている。

㉞岩屋観音（平石）
錦江町指定文化財（史跡）
平 石 の 岩 屋 は、 入 口 の 高 さ
2.95m、幅 3.65m、奥行 3.3m
である。この岩屋の入口左側に
高さ 74㎝の磨崖五輪塔 5 基が
ある。この五輪は、形が正常で
あり、左側入口付近に湯沸場跡
がある。正面の壇になったとこ
ろに石祠（近世のもの）がある。近年まで付近の住民が、信仰
上の聖地としていた跡と思われる。又、入口付近には五輪塔の
残欠数基が見られる。

㉟若宮神社神楽舞面
錦江町指定文化財（工芸品）
若宮神社の祭りのとき、古く
から神楽舞面として使用され
た木製の面である。作者不詳
であるが、裏面に墨書のある
ものもあり時代は古く室町時
代ごろの作であろう。若宮神
社は祢寝氏の尊崇も厚く、創
建されたのも古いので、この
仮面は由緒あるものと思われ
る。

㊱岩屋観音（中村）
錦江町指定文化財（史跡）
凝灰岩の崖を開削した岩屋が
ある。入口の高さ 1.7m 幅 4.3
ｍ、奥行 3.5 ｍ、岩屋の最奥
に壇がある。（高さ 67㎝奥行
63㎝幅 3.2m）岩屋の入口近
く左側面に 2 連づつ計 4 基
の磨崖五輪塔が刻まれている。
手前の 2 基は、高さ 69㎝奥の 2 基は高さ 82㎝、近世は観音
像などを壇の上に安置し、供養・祈願の聖地としていたもので
ある。

㊲田代椀（根来椀）
錦江町指定文化財（工芸品）
天正 3 年（1575 年）3 月豊
臣秀吉が紀州の根来寺を攻め
討ったとき、僧徒の逃れた者
が田代に住みつき朱椀を作っ
た。
朱は川原大谷山及び山下より
取った。椀の大きさは、大椀
が内径 14.5㎝、中椀 13.5㎝、小椀 13.0㎝で大中小 3 組の
椀が現存している。別名根来椀といい、大隅地方では紀州椀（キ
ジュ椀）ともいう。

㊳五輪塔板碑
　（上柴立）
錦江町指定文化財（史跡）
凝灰岩の崖壁に磨崖板碑 4 基
が刻まれ、高さ 1.10 ｍ前面
に五輪塔数基が安置されてい
る。右側の崖壁にも磨崖板碑
数基がかすかに見える。風化
が進んでいる。この地は現在
共同墓地であるが、中世から現在まで付近住民の霊地として大
事にされてきたものであろう。

⑨河上神社の宝塔
錦江町指定文化財（史跡）
　ここの宝塔には「願主心蓮」と
の刻銘があり、鎌倉時代の造立で
願主の記銘のあるものとしては県
下でも古く、例の少ないものであ
る。「一字三礼法経蔵」永○丁西
3 月 15 日の刻銘があるので納経
塔と思われる。なお「心蓮」とは
富山五代隆義（高城城主の弟、浜
田弁済使業義）であると思われる。

⑤山之口祭祀遺跡
鹿児島県指定文化財（考古資料）
平成27年４月17日指定
錦江町大根占の市街地を過ぎた南はずれの水田に弥
生時代中期の祭祀を行った遺跡がある。砂浜に軽石の
礫を環状に配し、傍らに、立石・石棒・岩隅などをたて、
豊作を祈る共同祭壇が設けられていたという。遺跡は
対岸の開聞岳の噴火物（火山灰・暗紫ゴラ）に覆われ
ていた。この火山灰に覆われていた土器は山之口式土
器で弥生時代の中期中葉の唯一の標識土器としてあ
げられる。
出土品は錦江町教育委員会及び鹿児島県埋蔵文化財
センターに保存してある。

⑲鳥浜海岸
錦江町指定文化財（天然記念物）
明治維新の風雲急を前にした
嘉永 6 年（1853 年）11 月
22 日、この鳥浜海岸におい
て薩摩藩主島津斉彬公が大根
占、小根占、田代、佐多、大
姶良、五郷の操錬を見賜い、
松崎彦左衛門宅で休まれた。
当時は白砂青松の広い海岸であった。記念碑は総合碑として昭
和 50 年国道鳥浜バイパスの東側に鳥浜区民により建立された。

⑳城元田ノ神像
錦江町指定文化財（有形民俗）
江戸時代後期の作と思われる。
城元地区の水田を守ってくだ
さる神様として大切にされて
いる。頭にこしき、右手にしゃ
もじ、左手にすりこぎを持っ
ている。中鳥井道路中央三叉
路にあり、高さ約 60㎝。明治
2 年の廃仏き釈で顔や持ち物等傷つけられている。昭和 50 年
7 月 15 日城元農振会の手で現在地に遷座したものである。

KINKO town


